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 図
書
館
資
料
は
誰
の
も
の
か 

改
め
て
図
書
館
資
料
の 

共
同
保
存
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

座
間
直
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昨
年
１２
月
に
「
特
定
秘
密
の

保
護
に
関
す
る
法
律
」（
秘
密
保

護
法
）
が
成
立
し
ま
し
た
が
、

図
書
館
は
、
住
民
の
求
め
る
あ

ら
ゆ
る
資
料
・
情
報
を
収
集
し
、

保
存
し
、
提
供
す
る
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
こ
の
法
律
の
影
響

を
大
き
く
受
け
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
秘
密
事
項
が
何
な

の
か
も
明
確
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、

自
由
な
表
現
活
動
の
制
限
や
萎

縮
が
す
す
み
、
図
書
館
の
自
由

が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。 

 

多
摩
デ
ポ
は
、
図
書
館
資
料

を
可
能
な
限
り
保
存
し
て
、
求

め
る
利
用
者
に
提
供
す
る
仕
組

み
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
図
書
館
資

料
は
、
図
書
館
の
自
由
に
よ
っ

て
支
持
さ
れ
、
図
書
館
が
責
任

を
持
っ
て
収
集
・
提
供
し
て
い

る
も
の
で
す
。
図
書
館
は
、
市

民
の
知
る
権
利
を
社
会
的
に
保

障
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
り
、

誰
で
も
が
自
由
に
無
料
で
利
用

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
、
同
時
に
、
表
現

の
自
由
を
守
り
、
情
報
公
開
制

度
の
積
極
的
な
推
進
と
拡
充
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 
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第 19 回多摩デポ講座 

「共同保存図書館構想の評価と 

実現への道筋」 
 

○講師 松岡要氏（元日本図書館協会事務局長） 

○２月１５日（土）午後６時３０分～８時３０分 

○立川市女性センターアイム５Ｆ第２学習室 

長年図書館界の動向を見つめてきた松岡要さんに、共同保存図書館構想のこれま

での評価と今後に向けたアドバイスをいただきます。松岡さんは、図書館の今後は

共同事務として進展していくべきではないか、「広域連携」は図書館こそがふさわ

しい、とおっしゃいます。ぜひおいで下さい。 

 

参加無料（どなたでも参加可）定員３０名 

事前申込み優先、申込みはメールかＦＡＸで 
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こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

図
書
館
は
資
料
収
集
と
と
も
に

資
料
保
存
に
つ
い
て
も
取
り
組

み
を
新
た
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

多
摩
デ
ポ
の
６
年
目
に
あ
た

っ
て
、
現
状
で
は
書
庫
の
問
題

等
も
あ
り
保
存
の
限
界
を
超
え

て
い
る
図
書
館
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
改
め
て
「
図
書
館

資
料
は
誰
の
も
の
か
」
を
問
い
、

公
立
図
書
館
は
市
民
の
利
用
に

供
し
た
資
料
は
原
則
保
存
と
す

る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
図
書
館
界
が
あ
ま
り

注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
「
除
籍
」

に
つ
い
て
考
え
、
「
除
籍
の
基

準
」
や
「
除
籍
の
現
状(

誰
が
、

ど
の
様
に
、
ど
の
程
度)

」
等
に

つ
い
て
調
査
を
し
た
り
、
各
図

書
館
が
保
存
す
る
「
第
一
次
保

存
」
の
状
況
や
幾
つ
か
の
図
書

館
が
共
同
で
保
存
す
る
「
第
二

次
保
存
」
の
在
り
方
を
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
具
体
的
に
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

資
料
を
除
籍
す
る
に
は
選
書

以
上
に
細
心
の
配
慮
が
必
要
で

あ
り
、
資
料
提
供
へ
の
責
任
の

重
さ
を
図
書
館
関
係
者
は
共
有

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
年
も
多
摩
地
域

の
図
書
館
の
発
展
を
願
い
つ
つ
、

多
摩
デ
ポ
の
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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２
月
１５
日
（
土
）
夜 

 
 
 

立
川
ア
イ
ム
５
Ｆ 

 

長
年
日
本
図
書
館
協
会
の
事

務
局
長
と
し
て
、
図
書
館
界
の

様
々
な
動
き
を
見
て
こ
ら
れ
た

松
岡
要
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

多
摩
デ
ポ
活
動
の
原
点
を
見
据

え
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
や
活

動
の
ヒ
ン
ト
を
経
験
豊
か
な
松

岡
さ
ん
か
ら
お
話
し
い
た
だ
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
講
座
企
画
の
打
ち
合
わ

せ
の
際
に
、
松
岡
さ
ん
は
次
の

よ
う
な
こ
と
を
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

図
書
館
事
業
を
成
立
さ
せ
る

要
件
と
し
て
自
治
体
相
互
の
連

携
協
力
が
あ
る
が
、
今
後
は
共

同
事
務
と
し
て
進
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

そ
の
こ
と
は
地
方
自
治
の
自
然

な
流
れ
の
中
で
位
置
付
け
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。 

こ
れ
ま
で
一
部
事
務
組
合
な

ど
の
共
同
事
業
が
あ
る
が
、
本

当
の
意
味
で
の
広
域
連
携
で
あ

り
相
互
協
力
を
進
め
ら
れ
る
の

は
、
行
政
の
様
々
な
分
野
の
中

で
図
書
館
が
最
も
相
応
し
い
し
、

適
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

そ
の
意
味
で
「
多
摩
デ
ポ
」

の
誕
生
は
そ
の
「
原
初
的
形
態
」

が
始
ま
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
、

と
。 

 

都
立
図
書
館
の
後
退
や
自
治

体
の
図
書
館
政
策
の
後
退
な
ど

問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

閉
塞
状
態
を
何
と
か
打
開
す
る

一
歩
を
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 ☆
詳
し
く
は
一
面
と
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い 

第
１９
回
多
摩
デ
ポ
講
座 

 

「
共
同
保
存
図
書
館
構
想
の 

評
価
と
実
現
へ
の
道
筋
」 

講
師 

松
岡
要
氏 



3 

 

    

 
 

一
昨
年
「
多
摩
デ
ポ
」
は
日

本
図
書
館
協
会
の
図
書
館
支
援

隊
「H

el
p-

To
sh
ok
an

」
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で

全
壊
し
た
陸
前
高
田
市
立
図
書

館
か
ら
の
郷
土
資
料
救
済
活
動

の
第
一
期
・
第
二
期
に
参
加
し

ま
し
た(

通
信
22
号
に
報
告)

。 

資
料
の
救
出
、
ド
ラ
イ
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

や
複
写
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
岩
手
県
立
図
書
館
、

国
立
国
会
図
書
館
、
岩
手
高
等

教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム(

盛
岡

大
学
、
富
士
大
学
、
岩
手
大

学)

、
岩
手
県
立
博
物
館
、
日

本
図
書
館
協
会
東
日
本
大
震
災

対
策
委
員
会
が
力
を
持
ち
寄
っ

て
、
一
歩
一
歩
作
業
を
進
め
て

き
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
今
年
度
は
東
京
都
立

図
書
館
が
協
力
事
業
と
し
て
修 

復
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

11
月
か
ら
都
立
中
央
図
書
館
資

料
保
全
室
で
作
業
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
作
業
対
象
は
レ
ス
キ

ュ
ー
資
料
の
う
ち
、
他
図
書
館

等
の
所
蔵
が
全
く
な
い
51
点
で
、

平
成
26
年
度
ま
で
２
年
間
を
か

け
て
本
格
修
復
（
資
料
の
解

体
・
洗
浄
・
損
傷
部
分
の
補
修
・

再
製
本
等)

予
定
。 

作
業
の
様
子
は
東
京
都
立
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
資
料
保

存
の
ペ
ー
ジ
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や 
F

a
ce

b
o
o
k

で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

各
地
で
受
難
続
き
の 

図
書
館
資
料 

 

昨
年
は
図
書
館
資
料
や
公
文

書
の
被
災
が
続
き
ま
し
た
。
７

月
に
は
山
口
大
学
図
書
館
で
、

豪
雨
に
よ
り
約
４
万
冊
も
の
図

書
や
雑
誌
が
水
損
被
害
。
１０
月

に
茂
原
市
立
図
書
館(

千
葉
県)

が
台
風
に
よ
り
約
１
万
５
千
冊

を
水
損
。
さ
ら
に
11
月
に
は
、

大
分
市
民
図
書
館
分
館
で
の
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
配
管
の
腐
食

に
よ
る
漏
水
に
よ
り
、
約
１
万

冊
が
水
濡
れ
状
態
に
。
海
外
に

目
を
向
け
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
11
月
の
台
風
に
よ
っ
て
土
地

登
記
簿
な
ど
の
重
要
文
書
類
が

30
箇
所
以
上
で
被
災
し
て
い
る

よ
う
だ
、
と
の
こ
と
で
す 

日
頃
か
ら
資
料
を
守
る
備
え

を
す
る
こ
と
、
万
一
被
災
し
て

し
ま
っ
た
場
合
の
対
処
の
仕
方

を
学
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
れ
か
ら
対
策
を
考
え
よ

う
、
見
直
し
て
み
よ
う
と
い
う

と
き
に
は
、『
み
ん
な
で
考
え
る

図
書
館
の
地
震
対
策
』(

日
本
図

書
館
協
会2

01
2)

や
、
都
立
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
資
料
保
存
の

ペ
ー
ジ
に
12
月
に
ア
ッ
プ
さ
れ

た
「
災
害
対
策(

資
料
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル)

」 

http://www.library.met
ro.to

kyo.jp/about

＿ 

syusyu_hozon/siryou_hozon/t

abid/3814/Default.aspx
 

な
ど
が
参
考
に
な
り
ま
す
。 

                      

陸
前
高
田
市
立
図
書
館
の 

被
災
郷
土
資
料
の
修
復
が 

都
立
図
書
館
で
始
ま
る 

東京都多摩地域公立図書館大会 
 

会場：立川アイム１Ｆホール 

○２月５日（水）午前 10時：第１分科会 

『図書館に通う』  宮田昇氏（同書 著者） 

○２月６日（木）午前 10時：第２分科会 

『地域資料からみた博物館と図書館』 深澤靖幸氏 

午後２時：第３分科会 

『国立国会図書館の障害者サービス』 兼松芳之氏 
 

※参加費無料：一般の方は、当日直接会場へ 

http://www.library.metro.tokyo.jp/about_us/syusyu_hozon/siryou_hozon/tabid/3805/Default.aspx
http://www.library.metro.tokyo.jp/about_us/syusyu_hozon/siryou_hozon/tabid/3805/Default.aspx
http://www.library.metro.tokyo.jp/about_us/syusyu_hozon/siryou_hozon/tabid/3805/Default.aspx
http://www.library.metro.tokyo.jp/about_us/syusyu_hozon/siryou_hozon/tabid/3805/Default.aspx
http://www.library.metro.tokyo.jp/about＿　syusyu_hozon/siryou_hozon/tabid/3814/Default.aspx
http://www.library.metro.tokyo.jp/about＿　syusyu_hozon/siryou_hozon/tabid/3814/Default.aspx
http://www.library.metro.tokyo.jp/about＿　syusyu_hozon/siryou_hozon/tabid/3814/Default.aspx
http://www.library.metro.tokyo.jp/about＿　syusyu_hozon/siryou_hozon/tabid/3814/Default.aspx
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富
山
県
立
図
書
館 

資
料
セ
ン
タ
ー
の
活
動 

 
 
 
 
 

 
 

富
山
県
立
図
書
館
資
料
課
長 

古
澤
尋
三 

 

富
山
県
立
図
書
館
で
は
現
在

地
に
移
転
し
た
昭
和
４４
年
以
降
、

運
営
方
針
の
一
つ
に
「
保
存
の

た
め
の
図
書
館
」
を
掲
げ
、
一

般
図
書
の
ほ
か
、
郷
土
資
料
や

雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
保

存
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

昭
和
５５
年
頃
に
書
庫
が
飽
和
状

態(

収
容
能
力
３０
万
冊)

と
な
り
、

昭
和
６２
年
か
ら
は
隣
地
に
新
設

さ
れ
た
県
公
文
書
館
の
書
庫
を

共
用
す
る
形
で
、
合
わ
せ
て
６０

万
冊
分
を
確
保
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
年
間
約
２
万
冊
ず

つ
蔵
書
が
増
え
る
状
況
で
は
一

時
し
の
ぎ
に
過
ぎ
ず
、
恒
久
的

な
書
庫
の
建
設
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

県
内
市
町
村
立
図
書
館
は
さ
ら

に
深
刻
で
、
平
成
３
年
度
末
で

３２
館
中
１５
館
が
飽
和
状
態
に

あ
り
平
成
３
年
度
末
ま
で
の
５

年
間
で
約
２１
万
冊
が
除
籍
さ
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
県

立
図
書
館
で
は
資
料
セ
ン
タ
ー

を
構
想
し
、
平
成
２
年
度
末
作

成
の
「
新
富
山
県
民
総
合
計
画
」

前
期
事
業
で
建
設
着
工
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

平
成
３
年
度
の
県
図
書
館
長
会

資
料
共
同
保
存
対
策
委
員
会
や
、

平
成
４
年
度
の
富
山
県
図
書
館

資
料
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
委
員

会
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
報
告
に
基
づ
い
て
平
成

５
年
度
の
同
建
設
検
討
委
員
会

で
「
県
民
の
知
的
資
産
と
し
て

の
図
書
館
資
料
の
共
同
的
利
用

と
保
存
を
図
る
た
め
に
、
新
富

山
県
民
総
合
計
画
に
従
い
、
平

成
７
年
度
に
約
百
万
冊
収
蔵
可

能
な
書
庫
を
県
立
図
書
館
の
敷

地
内
に
建
設
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
平
成
６
年
度
に
は

県
立
図
書
館
の
中
長
期
に
わ
た

る
整
備
改
善
課
題
を
検
討
す
る

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
新
富
山

県
民
総
合
計
画
の
平
成
８
年
度

か
ら
の
後
期
事
業
に
国
際
化
・

電
子
化
や
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
と
と
も
に
、
資
料
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
１０
年
、
別
館
及

び
資
料
セ
ン
タ
ー
（
新
書
庫
）

の
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。 

資
料
セ
ン
タ
ー
は
当
初
約
６２

万
冊
の
収
容
能
力
で
し
た
が
、

「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
」
の
活
用
に
よ
っ
て
全
フ

ロ
ア
の
書
架
を
集
密
電
動
化
し

た
結
果
、
百
万
冊
の
収
容
能
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、
資
料
セ
ン
タ
ー

図
書
用
と
し
て
約
４
万
５
千
冊

の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
県
内

の
公
共
図
書
館
・
県
立
学
校
図

書
館
の
定
期
的
な
蔵
書
更
新
で

出
る
除
籍
図
書
を
対
象
に
収

集
・
保
存
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
蔵
書
は
平
成
２４

年
度
末
で
約
９
千
冊
で
す
。 

運
用
面
で
は
収
集
対
象
を
当

面
、
文
学
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
に
加

え
、
県
立
図
書
館
所
蔵
の
小
説

類
だ
け
で
は
、
利
用
者
の
ニ
―

ズ
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
事

情
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
収
集
対
象
以
外
の
除

籍
図
書
や
雑
誌
に
つ
い
て
も
、

県
立
図
書
館
が
未
所
蔵
で
あ
っ

た
り
、
必
要
と
判
断
し
た
も
の

は
、
県
立
図
書
館
の
蔵
書
と
し

て
い
ま
す
。 

 

実
際
の
作
業
は
県
立
図
書
館

の
職
員
が
担
当
し
、
除
籍
実
施

館
か
ら
提
出
さ
れ
た
リ
ス
ト
に

基
づ
い
て
重
複
調
査
を
行
い
、

選
択
の
上
で
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
問
題
点
と
し
て
は
、
リ
ス

ト
の
提
出
館
が
限
定
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
２４
年
末
に
示
さ
れ
た
図

書
館
の
望
ま
し
い
基
準
に
お
い

て
、
都
道
府
県
立
図
書
館
の
役

割
と
し
て
、
市
町
村
立
図
書
館

の
求
め
に
応
じ
た
資
料
保
存
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
と
も

資
料
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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富
山
県
立
図
書
館
内
規 

第
７
号 

（
平
成

１０
年
３
月

２６
日
） 

 富
山
県
立
図
書
館 

資
料
セ
ン
タ
ー
運
用
規
程 

  

（
目
的
） 

第
１
条 

 

資
料
セ
ン
タ
ー
の

運
用
は
、
県
立
図
書
館
の
運

営
方
針
「
保
存
の
た
め
の
図

書
館
」
に
鑑
み
、
県
内
の
公

共
図
書
館
・
県
立
学
校
図
書

館
（
室
）（
以
下
「
対
象
館
」

と
い
う
。
）
の
定
期
的
な
蔵

書
更
新
で
出
る
、
希
少
資
料

等
を
資
料
セ
ン
タ
ー
で
収

集
・
保
存
し
全
県
で
の
活
用

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。 

  

（
定
義
） 

第
２
条 

 

資
料
セ
ン
タ
ー
と

は
、
県
立
図
書
館
書
庫
の
一

角
を
県
内
の
対
象
館
の
蔵

書
更
新
で
除
籍
・
廃
棄
さ
れ

る
図
書
の
内
、
県
立
図
書
館

の
未
所
蔵
図
書
で
、
あ
ら
か

じ
め
指
定
す
る
領
域
の
も

の
１
冊
を
、
収
蔵
す
る
た
め

の
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
定

し
て
、
継
続
的
に
収
集
を
行

な
う
機
能
を
い
う
。 

  

（
位
置
） 

第
３
条 

 

資
料
セ
ン
タ
ー
は
、

新
書
庫
の
３
階
に
置
く
。 

  
（
収
集
対
象
） 

第
４
条 

 

資
料
セ
ン
タ
ー
が

収
集
す
る
資
料
（
以
下
「
資

料
セ
ン
タ
ー
資
料
」
と
い

う
。
）
は
、
対
象
館
の
除
籍

図
書
と
し
、
管
理
換
え
の
場

合
は
収
集
し
な
い
。 

２ 
 

資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
は
、

古
文
書
（
生
資
料
）
、
学
習

参
考
書
を
除
く
全
領
域
の

図
書
と
す
る
。
但
し
、
当
分

の
間
、
児
童
書
、
雑
誌
は
収

集
し
な
い
。 

  

（
収
集
方
法
） 

第
５
条 

 

資
料
セ
ン
タ
ー
の

資
料
収
集
に
当
た
っ
て
は
、

県
立
図
書
館
と
対
象
館
で

事
前
に
個
別
に
そ
の
方
法

を
協
議
し
実
施
す
る
。 

  

（
受
け
入
れ
） 

第
６
条 

 

資
料
セ
ン
タ
ー
資

料
は
汚
破
損
図
書
を
除
外

し
て
県
立
図
書
館
資
料
と

し
て
受
け
入
れ
る
。 

２ 
 

書
誌
デ
ー
タ
は
県
立
図

書
館
一
般
図
書
と
同
様
と

す
る
。 

３ 
 

別
置
記
号
は
「
Ｂ
」
と
し
、

分
類
は
３
ケ
タ
と
す
る
。 

４ 
 

バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
、
図

書
原
簿
は
別
だ
て
と
す
る
。 

５ 
 

図
書
は
新
書
庫
３
階
の

書
架
に
分
類
順
に
排
架
す

る
。 

  

（
所
管
） 

第
７
条 

 

資
料
セ
ン
タ
ー
事

務
の
所
管
は
資
料
課
と
す

る
。 

  
（
運
用
時
期
） 

第
８
条 

 
資
料
セ
ン
タ
ー
は

平
成

１２
年
１
月
か
ら
運
用

す
る
。 

                             

 

多摩地域では、共同保存システムがなかなか始まらない中、県

内の共同保存体制が既に動き出している地域が幾つも出てきて

います。滋賀県、富山県、そして愛知県。県立図書館が市町村の

図書館を束ねて進んでいるようです。うらやましい。 

今後も誌面の中で、連載的に追っていく予定です。古澤さん、

寄稿ありがとうございました。 

 神奈川県でも「明日の県立図書館」検討の中で、「県立でデポ

を」の検討の動きのあることが、神奈川県立ＨＰに出ています。 
 

http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/common/docs/adviso20131114_2.pdf 

  

参 

考 

資 

料 

http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/common/docs/adviso20131114_2.pdf
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国
立
国
会
図
書
館
で 

デ
ジ
タ
ル
済
の
絶
版
蔵
書
の

配
信
・
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
開
始 

―
当
初
は
２０
館
に
留
ま
る 

  

国
立
国
会
図
書
館
で
は
数
年

前
か
ら
、
現
物
保
存
と
利
用
の

容
易
化
の
た
め
、
蔵
書
を
発
行

年
の
古
い
も
の
か
ら
デ
ジ
タ
ル

画
像
に
す
る
事
業
が
す
す
ん
で

い
ま
し
た
。
既
に
１
９
６
８
年

以
前
の
発
行
分
な
ど
約
２
２
８

万
点
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
著
作
権
切
れ

な
ど
約
４７
万
点
は
国
会
図
書
館

Ｈ
Ｐ
か
ら
誰
で
も
読
め
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
は
国
会
図
書
館

の
館
内
パ
ソ
コ
ン
で
読
ま
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

１
月
２１
日
か
ら
、
絶
版
の
本

は
、
全
国
の
公
立
、
大
学
図
書

館
に
配
信
し
て
読
め
る
仕
組
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。
図
書
館
に

行
っ
て
画
面
で
読
む
制
約
は
あ

り
ま
す
が
、
古
い
本
を
読
め
る

機
会
が
広
が
り
ま
す
。「
多
摩
デ

ポ
」
で
は
、
昨
年
の
総
会
記
念

講
演
で
勉
強
を
し
ま
し
た
。 

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
今
回

の
配
信
対
象
は
約
１
３
１
万
点
、

し
か
し
閲
覧
用
パ
ソ
コ
ン
を
揃

え
受
信
登
録
出
来
た
図
書
館
は

約
２０
館
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
の
拡
充
が
待
た
れ
ま
す
。 

 【多
摩
の
某
市
立
／
現
場
の
声
】 

 

わ
が
館
で
も
利
用
申
請
の
予

定
で
す
が
、
ま
だ
利
用
環
境
が

整
っ
て
お
ら
ず
、
１
月
か
ら
開

始
と
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。 

た
だ
、
国
会
の
館
内
限
定
資

料
で
も
、
目
次
情
報
が
検
索
・

閲
覧
で
き
る
の
で
、
書
誌
確
定

や
調
査
に
役
立
つ
こ
と
は
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
。
古
い
資
料
、

未
所
蔵
資
料
を
活
か
し
、
利
用

者
と
の
橋
渡
し
を
す
る
ツ
ー
ル

だ
と
実
感
し
ま
す
。 

と
同
時
に
、
じ
っ
く
り
通
読

す
る
に
は
や
は
り
現
物
が
ほ
し

い
！
そ
の
た
め
の
保
存
・
協
力

体
制
の
構
築
を
充
実
し
て
こ
そ
、

と
の
思
い
も
強
く
し
ま
す
。 

「
東
京
の
図
書
館
政
策 

―

都
民
の
要
求
に
応
え
る
新
た
な

図
書
館
振
興
計
画
を
策
定
し
ま

す
―
」
に
つ
い
て 

 

手
嶋
孝
典
（
投
稿
） 
  

東
京
都
知
事
選
挙
に
向
け
、

「
新
た
な
東
京
の
図
書
館
政
策

を
実
現
す
る
会
」
（
共
同
代
表 

大
澤
正
雄
・
広
瀬
恒
子
両
氏
）

が
、
見
出
し
の
よ
う
な
全
１２
項

目
の
政
策
を
提
起
し
て
い
る
。 

 

そ
の
《
政
策
４
》
は
「
図
書

館
資
料
拡
充
計
画
を
策
定
し
ま

す
」
と
な
っ
て
い
て
、
具
体
的

内
容
は
「
複
本
と
刊
行
年
の
古

い
資
料
を
除
籍
・
廃
棄
す
る
方

針
を
見
直
す
」「
市
区
町
村
か
ら

の
資
料
要
求
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
適
切
に
複
本
を

購
入
し
保
存
す
る
」「
資
料
購
入

予
算
額
を
回
復
し
、
安
定
的
な

確
保
を
図
る 

１
９
９
９
年
度

５
億
円
．
２
０
１
３
年
度
４
億

３
千
万
円 
１４
％
減
（
東
京
都

立
図
書
館
「
事
業
概
要
」
）」「
都

内
市
区
町
村
図
書
館
の
除
籍
資

料
を
保
存
す
る
計
画
を
策
定
、

実
施
す
る
」
と
あ
る
。 

都
の
図
書
館
政
策
は
、
２
０

０
２
年
１
月
の
『
今
後
の
都
立

図
書
館
の
あ
り
方 

』
以
来
、
劇

的
に
後
退
を
し
て
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
意
義
の
あ
る
政
策
提
言

だ
が
、《
政
策
４
》
に
は
更
に
「
協

力
貸
出
の
拡
充
」
と
「
共
同
保

存
書
庫
の
設
置
」
を
加
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。 

こ
の
こ
と
は
、『
今
後
の
都
立

図
書
館
の
あ
り
方
』
に
始
ま
っ

た
都
立
図
書
館
の
後
退
に
反
対

す
る
運
動
の
中
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
「
多
摩
デ
ポ
」
の
理
念
と

も
一
致
す
る
。 

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、

都
道
府
県
立
図
書
館
の
基
本
的

な
役
割
の
一
つ
は
、
域
内
の
市

町
村
立
図
書
館
を
援
助
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
昨
年
１２

月
に
告
示
さ
れ
た
「
図
書
館
の

設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い

基
準
」
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

廃
止
さ
れ
た
以
前
の
「
基
準
」
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多
摩
デ
ポ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

ま
だ
ま
だ
、
進
化
中
☆ 

に
お
い
て
も
資
料
提
供
だ
け
で

は
な
く
、
資
料
保
存
に
つ
い
て

も
、
既
に
明
確
に
規
定
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。 

 

 
 

 

  堀
越
洋
一
郎
『
電
子
書
籍
の

特
性
と
図
書
館
』
多
摩
デ
ポ

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
⑨ 

を
読
ん
で 

 

鶴
見
大
学
学
術
情
報
事
務
室 

長
谷
川
豊
祐 

  

本
書
は
、
「
図
書
館
の
視
点
」

か
ら
電
子
書
籍
に
関
し
て
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

最
初
の
「
日
本
に
お
け
る
電

子
出
版
の
発
生
と
現
在
ま
で
」

で
は
、
１
９
８
０
年
代
に
、
辞

書
や
書
誌
な
ど
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
資
料
の
「
電
子
出
版
」
か
ら

始
ま
り
、
２
０
０
０
年
代
に
は

書
籍
の
編
集
作
業
が
パ
ソ
コ
ン

で
な
さ
れ
、
出
力
を
ど
う
す
る

の
か
に
至
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
次
の
「
電
子
書
籍
の
実

例
」
で
は
、
電
子
書
籍
の
三
タ

イ
プ
が
丁
寧
に
解
説
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
電
子
書
籍
の
概
念
が
複
雑
な

の
は
、
電
子
ブ
ッ
ク
や
デ
ジ
タ

ル
書
籍
な
ど
、
定
ま
っ
た
名
称

が
な
い
こ
と
や
、
専
用
端
末
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン

と
、
電
子
書
籍
を
閲
覧
す
る
端

末
の
多
様
さ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

３
番
目
の
章
の
「
電
子
書
籍
の

特
性
と
課
題
」
は
概
念
整
理
の

手
助
け
に
な
り
ま
す
。 

 

「
公
共
図
書
館
へ
の
導
入
の

ハ
ー
ド
ル
」
で
は
、
図
書
館
に

お
け
る
安
定
的
提
供
の
保
証
が

大
き
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
専
用
端
末
に
依
存

し
た
過
去
の
電
子
書
籍
は
、
現

在
の
再
生
装
置
で
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
点
は
重
要
で
す
。

「
紙
の
書
籍
が
持
つ
優
位
性
に

つ
い
て
」
は
、
モ
ノ
と
し
て
の

保
存
の
優
位
性
が
展
開
さ
れ
、

「
終
わ
り
に
：
図
書
館
へ
の
期

待
」
で
は
、
紙
の
資
料
の
保
存

機
能
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
書
は
、
電
子
書
籍
を
よ
り

深
く
知
る
た
め
の
一
冊
と
な
る

と
と
も
に
、
図
書
館
を
深
く
考

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
で
し

ょ
う
。
著
者
は
、
索
引
・
検
索

の
重
要
性
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、

１
９
８
０
年
代
に
電
子
出
版
と

し
て
離
陸
し
た
辞
書
や
書
誌
な

ど
の
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
高
価
で
個
人
利
用
が
困
難
な

ツ
ー
ル
を
、
自
宅
か
ら
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
電
子
書
籍
の
提
供
よ
り
も

調
査
機
能
の
充
実
が
個
人
的
に

は
待
た
れ
ま
す
。 

 

元
旦
に
、
新
サ
イ
ト
を
公
開

し
ま
し
た
。
す
で
に
ご
覧
い
た

だ
い
た
方
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

 

今
回
の
目
玉
は
、
３
点
で
す
。 

 

そ
の
１ 

多
摩
デ
ポ
の
あ
ゆ
み 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
２４
時
間
世

界
に
開
か
れ
た
広
告
塔
。
そ
れ

な
の
に
、
今
ま
で
「
多
摩
デ
ポ

っ
て
、
今
ま
で
何
を
し
て
き
た

の
？
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に

答
え
る
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

そ
こ
で
、
「
こ
ん
な
会
で
す
」

の
中
に
、
「
多
摩
デ
ポ
の
あ
ゆ

み
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
文
字

通
り
今
ま
で
の
活
動
を
年
表
に

ま
と
め
ま
し
た
。
会
の
前
身
で

あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書

館
・
多
摩
」
は
も
ち
ろ
ん
、
私

た
ち
の
運
動
の
契
機
と
な
っ
た
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２
０
０
１
年
の
東
京
都
立
図
書

館
の
「
東
京
都
立
図
書
館
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
設
置
か
ら
始

め
ま
し
た
。
ま
だ
目
指
す
方
向

を
模
索
し
て
い
た
「
多
摩
む
す

び
」
の
活
動
も
列
挙
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
出
来
事
を
時
系
列

に
整
理
し
直
す
と
見
え
る
も
の

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

そ
の
２ 

関
係
文
献
リ
ス
ト 

  

当
法
人
や
共
同
保
存
に
関
す

る
文
献
を
、
こ
ち
ら
も
前
史
か

ら
時
系
列
に
ま
と
め
ま
し
た
。

「
共
同
保
存
図
書
館
と
は
」
の

中
に
「
関
係
文
献
リ
ス
ト
」
を

新
設
し
ま
し
た
。
収
録
対
象
は

図
書
・
雑
誌
な
ど
の
文
献
、
新

聞
・
雑
誌
記
事
、
当
法
人
出
版

物
の
書
評
で
す
。
事
務
局
が
把

握
で
き
て
い
な
い
も
の
に
お
気

付
き
の
場
合
は
、
ぜ
ひ
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
特
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
書
評
な
ど
は
チ

ェ
ッ
ク
が
不
十
分
で
す
。
例
え

ば
特
殊
紙
商
事
株
式
会
社
様
の

「
ブ
ロ
グ
も
ん
じ
ょ
箱
」
で
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
と
い
っ
た
、
思
い
が
け

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ご
自
身
が
デ
ポ
ジ
ッ

ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
関
わ
る
こ

と
を
発
表
さ
れ
た
場
合
も
、
ぜ

ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
掲
載

に
つ
い
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

そ
の
３ 

サ
イ
ト
内
検
索
窓 

 
 

グ
ー
グ
ル
の
サ
イ
ト
内
検
索

窓
を
、
各
ペ
ー
ジ
の
目
次
の
上

に
設
置
し
ま
し
た
。
多
摩
デ
ポ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
だ
け
が
検
索

対
象
と
な
り
ま
す
。
ほ
し
い
情

報
が
ど
こ
に
あ
る
か
見
つ
け
る

時
に
便
利
で
す
。
多
摩
デ
ポ
通

信
や
講
座
の
チ
ラ
シ
等
の
Ｐ
Ｄ

Ｆ
形
式
フ
ァ
イ
ル
内
の
言
葉
も

検
索
対
象
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

も
っ
と
進
化
す
る
た
め
に 

  

サ
イ
ト
の
内
容
も
徐
々
に
充

実
し
て
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て
の
私
た
ち
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
窓
と
し
て
の

役
割
は
も
ち
ろ
ん
、
本
の
共
同

保
存
や
デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
関
す
る
総
合
的
サ
イ
ト

と
し
て
も
役
立
つ
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
か
ら
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
修
正
・

追
加
情
報
も
歓
迎
し
ま
す
。 

な
お
、
前
号
で
作
成
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
知

識
も
お
持
ち
の
若
手
の
会
員
の

方
が
名
乗
り
を
上
げ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
二
馬
力
と
な
り
、

牛
歩
な
が
ら
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。 

 
 

  

現
在 

 

  

 

 

  
 

    
 

 

 

 

 

 

★
会
の
現
勢 

 
 

２
０
１
４
年
１
月
１５
日 

現
在 

●
会
員 

（
個
人
会
員
１
０
１
名
） 

（
団
体
会
員
３
団
体
） 

 

●
賛
助
会
員 

（
個
人
４
５
名
） 

（
団
体
１
団
体
） 

 

会
の
活
動
は
皆
様
の
会
費
と 

寄
付
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

未
納
の
方
に
は
振
込
用
紙
を 

同
封
し
ま
し
た
。
お
早
目
に
、 

納
入
下
さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
年
会
費 

正
会
員
（
個
人
・
団
体
） 

五
千
円 

賛
助
会
員
一
口 

二
千
円 

 

（
個
人
一
口 

団
体
五
口 

以
上
） 


